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地域活動　  報告ミニ

（下小塙地区）

国道406号：猿前橋の拡幅（下大島町）
　国道406号「下大島町」交差点の西側「猿前橋」
は、榛名方面から来ると急激に道幅が狭くなるた
め事故が多発していました。
　後藤は、地域要望をもとに受け県と協議を進め、
道路の拡幅と線形改良の工事を進めています。こ
れにより、事故の大幅な減少が期待されます。

後藤かつみは、地域の安心安全の向上のために日々汗を流しています。

皆様の地域の「声」をどんどんお寄せ下さい。

「
が
ん
対
策
条
例
」が
議
員
提
案
で
制
定

プ
レ
Ｄ
Ｃ
の
真
の
成
果
を
検
証

議
員
提
案
ら
し
く

　

確
実
な
実
行
を

求
め
る
内
容

　

日
本
人
の
死
因
ト
ッ
プ

を
占
め
る
「
が
ん
」
対
策

は
県
議
会
で
も
最
重
要
課

題
の
一
つ
で
す
。
県
議
会

は
、
今
年
度
よ
り
「
が
ん

対
策
特
別
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
全
会
派
の
参
加

の
も
と
で
、
が
ん
対
策
推

進
に
向
け
た
条
例
制
定
を

目
指
し
て
論
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

条
例
は
、
①
が
ん
拠
点

病
院
の
整
備
、
②
重
粒
子

線
等
の
高
度
先
進
医
療
の

推
進
、
③
緩
和
ケ
ア
の
充

実
、
④
専
門
的
な
医
療
ス

タ
ッ
フ
の
育
成
、
⑤
が
ん

登
録
の
推
進
（
対
策
の
成

果
の
検
証
に
役
立
つ
）
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
更

に
は
議
員
提
案
ら
し
さ
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
を

「
努
力
義
務
」と
せ
ず
、「
財

源
の
裏
付
け
も
図
っ
た
う

え
で
実
行
す
る
」
と
い
う

強
い
「
義
務
」
と
し
て
規

定
し
、
逃
げ
道
を
作
ら
な

い
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。

　

本
条
例
を
会
派
を
超
え

た
論
議
の
う
え
で
制
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
議
会
改
革

の
最
大
の
テ
ー
マ
で
あ

る
、「
本
格
的
な
政
策
論

議
の
行
え
る
議
会
」
を
作

る
う
え
で
の
大
き
な
一
歩

と
言
え
ま
す
。

　

１
年
前
に
は
、
自
民
が

特
別
委
員
会
の
廃
止
を
提

案
す
る
な
ど
、
議
会
改
革

の
後
退
が
危
惧
さ
れ
る
状

況
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
条
例
制
定
を
機
に
、

全
会
派
の
協
力
の
も
と
議

会
主
導
の
政
策
論
議
が
活

発
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

観
光
特
別
委
員
会

本
格
的
な

政
策
論
議
の
で
き
る

議
会
へ
の
一
歩

一
過
性
の

イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら

せ
て
は
な
ら
な
い

地
域
を
元
気
に
す
る

観
光
産
業
の
確
立
を

　

来
夏
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｒ

と
共
同
に
よ
る
大
規
模
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
に

向
け
、
本
年
７
月
か
ら
９

月
に
か
け
て「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」
に
投
じ

た
予
算
は
約
１
億
円
で
す

が
、
そ
の
使
途
の
殆
ど
が

広
告
宣
伝
費
で
あ
り
、
一

過
性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

後
藤
は
、「
Ｄ
Ｃ
」
の

目
的
は
、
一
時
的
に
観
光

客
数
を
増
や
す
こ
と
で
は

な
く
、
本
県
観
光
の
弱
み

を
改
善
す
る
契
機
と
す
る

こ
と
で
あ
り
、
大
切
な
の

は
む
し
ろ
「
Ｄ
Ｃ
」
終
了

後
に
何
を
残
せ
る
か
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

本
県
観
光
の
典
型
は

「
温
泉
地
を
直
行
直
帰
」

で
あ
り
、
限
ら
れ
た
地
域

に
し
か
経
済
効
果
が
及
ば

な
い
こ
と
が
弱
み
と
言
え

ま
す
。

　
「
プ
レ
Ｄ
Ｃ
」
で
唯
一

の
明
る
い
材
料
は
、
谷
川

岳
の
「
星
の
観
賞
会
」
や
、

がん医療の最先端技術が群馬に！
群馬大学重粒子線医学センターを視察する後藤かつみ

地域の活力で新たな観光スポットを創出した代表事例
である高知県の「ひろめ市場」を視察する後藤かつみ

岩
宿
遺
跡
に
ち
な
ん
だ

「
古
代
料
理
体
験
」
な
ど

が
好
評
を
博
す
な
ど
、
地

域
お
こ
し
に
繋
が
る
観
光

企
画
が
育
っ
て
き
た
こ
と

で
す
。

　

後
藤
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
継
続
し
て
支
援

し
、
県
内
各
地
域
に
新
し

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
創
出

す
る
こ
と
が
「
Ｄ
Ｃ
」
の

真
の
成
功
で
あ
る
と
提
言

し
ま
し
た
。

たかしん東・富運前交差点の信号機設置（飯塚町）
　この交差点は、非常に見通しが悪く、過去から路面標示や標識
の改良などの改善を行ってきましたが、重大事故が頻発する状況
は改善できませんでした。
　後藤は地元町内会とH22年８月に信号機設置を求める陳情書
を県警に提出し、協議を進めた結果、信号機設置が予算化されま
した。

八 幡 地 区 飯塚・飯玉地区


